
   

27 日獣発第 15 号 

平成 27 年 4 月 8 日 

 

地方獣医師会会長 各 位 

 

公益社団法人 日 本 獣 医 師 会 

会 長  藏 内 勇 夫 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

「飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令」の一部改正について 

 

このことについて、平成 27 年 3 月 26 日付け 26 消安第 6580 号をもって、

農林水産省消費・安全局長から別添のとおり通知がありました。貴会関係者に

周知方よろしくお願いいたします。 

このたびの通知は、牛の肉骨粉等を養魚用飼料の原料としての利用を再開す

る旨を趣旨とした「飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改

正する省令」（平成 27 年農林水産省令第 17 号）が同年 3 月 26 日付けで公布

され 4 月 1 日より施行されたことについて都道府県知事あて依頼した旨、了

知の上、本会会員に周知徹底の協力を依頼されたものです。 

なお、都道府県知事あて通知に記載された、別紙の各関係通知一部改正の新

旧対照表については、一部(別紙 3)を除き下記のとおり独立行政法人農林水産

消費安全技術センターのホームページから参照願います。 

 

              記 

 
別紙 1：「飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の規定に基づく動 

 物由来たん白質及び動物性油脂の農林水産大臣の確認手続につい 

 て」（平成 17 年３月 11 日付け 16 消安第 9574 号農林水産省消費・ 



   

 安全局長通知） 
   （https://www.famic.go.jp/ffis/feed/obj/26_6580-1.pdf） 
別紙 2：「反すう動物用飼料への動物由来たん白質の混入防止に関するガイ

ドラインの制定について」（平成 15 年 9 月 16 日付け 15 消安第

1570 号農林水産省消費・安全局長通知） 
（https://www.famic.go.jp/ffis/feed/obj/26_6580-2.pdf） 

別紙 3：「牛海綿状脳症発生防止のための飼料規制の遵守に係る検査・指導

の実施について」（平成 17 年 10 月 31 日付け 17 消安第 5656 号農

林水産省消費・安全局長通知） 

    （添付のとおり。別記様式は略） 
別紙 4：「飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律の運用について」

（平成 13 年 3 月 30 日付け 12 生畜第 1826 号農林水産省生産局長、 

 水産庁長官通知） 
    （https://www.famic.go.jp/ffis/feed/obj/26_6580-4.pdf） 
別紙 5：「ペットフード用及び肥料用の肉骨粉等の当面の取扱いについて」

（平成13年11月１日付け13生畜第4104号農林水産省生産局長、

水産庁長官通知） 
（https://www.famic.go.jp/ffis/feed/obj/26_6580-5.pdf） 

 別紙 6：「食品残さ等利用飼料の安全性確保のためのガイドラインの制定に

ついて」（平成 18 年 8 月 30 日付け 18 消安第 6074 号農林水産省消

費・安全局長通知） 
      （https://www.famic.go.jp/ffis/feed/obj/26_6580-6.pdf） 
 

本件内容の問合せ先 

公益社団法人 

日本獣医師会：事業担当 駒田 

TEL  03－3475－1601 
























































